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※総合評価は、「施策の内容」の総合評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

施策の評価シート(令和６年度分)

１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計

画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 子どもたちの生きる力を育み成長を支える環境の充実 管理コード 010205

施策 健やかな育ちへの支援 本冊ページ 50

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容（番号） 021 ～ 025

２　「施策の内容」の総合評価と今後の方向性
番
号

施策の内容
「施策の内容」の総合評価 今後の方向性

担当課
選択区分 選択区分

すべての子どもが健やかに育つ環境整備のための支援ネットワー
クを形成し、一元的な相談窓口機能や支援体制を強化するととも
に、民間団体の活動を支援します。 A ①

教育研究支
援課/生涯

学習課

関係機関、団体等の連携により、児童虐待の早期発見・早期対応
を図るとともに、保護者の育児疲れや不安を軽減し、孤立を深刻化
させないよう支援を行い、未然の防止に努めます。 A ① 教育研究支

援課

発達に心配のある子どもへの支援に携わるさまざまな専門職のス
キルアップと連携を図るとともに、発達に関する総合的な専門相談
窓口の充実や体制の整備、早期支援のための療育の充実を図り、
学校においては、関係機関との連携を強化するとともに、教職員の
特別支援教育に係る専門性の向上に取り組みます。

A ① 教育研究支
援課

総合的・計画的な青少年の健全育成対策に向けて、青少年育成団
体の活動を支援することに加え、青少年や保護者が気楽に相談で
きる相談業務を充実するなど、青少年の健全育成を推進します。 A ① 生涯学習課

※今後の方向性…①=効果的な事業構成であるため、方向性を維持、②=概ね効果的な事業構成であるが、一部見直し等の余地がある、③=あまり効果的な事業構
　 成ではないため、見直しの余地が大きい、④=事業構成に問題があるため、抜本的な見直し等が必要

放課後における子どもたちの安全で安心な居場所を確保するた
め、放課後児童クラブの未設置校区への整備や、狭あい化・老朽
化した施設の改修、支援員等の確保や指導力の向上、運営支援な
どに取り組むとともに、民間事業者による放課後児童クラブの設置
を適切に支援することに加え、地域の状況やニーズに合わせて放
課後子供教室を設置します。

A ① 生涯学習課

※「施策の内容」の総合評価…A=80点以上、B=60点以上80点未満、C=40点以上60点未満、D=20点以上40点未満、E=20点未満

総合評価 A A

３　「施策」の総合評価

「施策の内容」の
総合評価を
根拠とした

「施策」の総合評価

区分 選択区分 総評（施策の進捗状況や効果等を端的に記載）

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A
　スクールカウンセラーや学級支援サポーターを計画通りに配置することで児童・生徒
のカウンセリングや教職員及び保護者に対する助言・援助等を行うとともに、放課後児
童クラブの運営支援及び計画的な施設整備並びに放課後子供教室の開催などによっ
て、安全で安心なこどもの居場所を確保することで、健やかな育ちへの支援を実施しま
した。

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和8年度 令和9年度

A A A A A

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
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01

02

05

021

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ○

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

施策 健やかな育ちへの支援 本冊ページ 50

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 子どもたちの生きる力を育み成長を支える環境の充実 管理コード 010205021

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

すべての子どもが健やかに育つ環境整備のための支援ネットワークを形成し、一
元的な相談窓口機能や支援体制を強化するとともに、民間団体の活動を支援しま
す。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

021-2

子ども会
育成者連
合会補助

事業
洋上教室事業、
リーダー育成研
修事業、各地区
の活動に対する
補助

子どもたちが自主的に考え、行
動する機会を提供することで、
リーダーシップを育むことができ
る

津市子ども会育成者
連合会が補助金を利
用し各事業を行う

021-1

スクールカ
ウンセ

ラー・学級
支援サ

ポーター活
用事業

相談活動の充実
を図るため、ス
クールカウンセ
ラー・学級支援サ
ポーターを配置

児童の問題行動等の早期発見・
早期対応を図るとともに、保護者
や教職員に対しても助言・援助
等を行う

SC５人を９校と教育
支援センター１か所に
配置、学級支援サ
ポーター31人を32校
に配置

　スクールカウンセラー５人を９
校と教育支援センター１か所に
配置し、児童生徒のカウンセリ
ングや情報収集・提供、教職
員及び保護者に対する助言・
援助等を実施した。
　また、学級支援サポーター31
人を32校に配置し、児童生徒
の学習活動の支援のほか、悩
み相談や話し相手などの相談
活動を実施した。
　いずれの事業も、児童生徒
の問題行動等の早期発見・早
期対応に必要不可欠であり、
今後も継続して実施する予定
である。

児童・保護者・教職員

SC５人を９校と教育
支援センター１か所に
配置、学級支援サ
ポーター31人を32校
に配置

教育研究
支援課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

　洋上教室では参加希望
者数が定員を上回るほど、
特に関心の高い事業となっ
ており、洋上教室をきっか
けに洋上教室参加者やそ
の兄弟計37名がジュニア
リーダー研修会・年少リー
ダー研修会に継続的に参
加するようになり、洋上教
室から他の事業への参加
につなげることができた。
　今後も引き続き、内容を
検討しながら実施していく。

市内在住の児童生徒及び青年

年少リーダー研修・
ジュニアリーダー研修
会及びその他子ども
会事業の参加人数

生涯学習
課

自ら考え、行動したことで、自分
に自信を持ち、リーダーとして活
躍できる子どもが増える

7,350 現状維持

カウンセリングや助言等の支援
を受け、不安や悩みなどと適切
に向き合い行動することができる

17,879 現状維持

021-3

社会教育
振興会補
助事業

青少年の心身の
健全な育成を図
り社会教育の振
興に寄与する青
少年野外活動セ
ンターの管理運
営に対する補助

津市青少年野外活動センターが
補助金を活用し、市民や青少年
に野外活動や体験活動の場を提
供することができる

青少年野外活動セン
ターの管理運営に対
する補助

市民や青少年 利用日数、利用率

生涯学習
課

野外活動や体験活動など様々な
学習の場として活用する

29,912 現状維持

　補助金交付を行うことで、青
少年野外活動センターの管理
運営を図るとともに、野外活動
等の事業を実施することがで
きた。
　開館日数359日のうち、357日
利用され、緑豊かな自然環境
の中で、青少年をはじめ幅広
い市民の学習の場を提供する
ことができ、今後も引き続き実
施していく。
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ○

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

021-4

ＰＴＡ連合
会補助事

業 幼児・児童生徒
の健全育成と地
域づくりに資する
団体活動に対す
る補助

津市PTA連合会が補助金を活用
し、市内の幼稚園、小中学校等
を単位とするPTAと連携し、ＰＴＡ
活動を行うことができる

団体活動に対する補
助

　補助金交付を行うことで、津
市PTA連合会が各部会（幼稚
園・小学校・中学校）ごとの交
流会や研修会、小学生を対象
とした体験教室、広報紙の発
行などの活動に取り組むこと
ができた。
　活動内容については、毎年
度ニーズに合わせたものを計
画し、事業に対する参加者の
評価は高いが、全国的にPTA
加入問題などが提起されてい
る中、これからの時代に即した
活動について、今後も検証を
進めながら事業を継続してい
く。

市内PTA 活動の回数、内容

生涯学習
課

幼児、小中学校の児童生徒の健
全育成及び教育環境整備等を図
る活動がしやすくなる

3,238 現状維持

10,682 現状維持

　中学生の主張や非行防
止・地域安全ポスターコン
クール等、子どもたちの視
点や表現は毎年変化して
おり、社会の変化や子ども
たちの意識を映す貴重な機
会となっている。また、青少
年が安心して育つために大
人の意識を高めることを目
的として研修会を実施し、
市民に啓発することで効果
的な事業となっている。今
後も引き続き、内容を検討
しながら実施する。

021-5

青少年育
成市民会
議活動補
助事業

青少年健全育成
のために実施す
る研修会、啓発
事業、各地区青
少年育成組織の
活動等に対する
補助

各地区で青少年育成活動が活
発に行われるようになる

津市青少年育成市民
会議による研修会
（年１回）や会議（年３
回以上）、街頭啓発
（夏季、秋季）を行う

市内の青少年及び関係者

会議や、研修会、啓
発活動の実施回数及
び参加人数、内容（参
加者アンケートなど）

生涯学習
課

青少年が心身ともに健やかに育
つため、また、市民総ぐるみによ
る青少年健全育成運動を展開す
るため

021-6

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 B B A B A
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01

02

05

022

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

施策 健やかな育ちへの支援 本冊ページ 50

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 子どもたちの生きる力を育み成長を支える環境の充実 管理コード 010205022

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

関係機関、団体等の連携により、児童虐待の早期発見・早期対応を図るとともに、
保護者の育児疲れや不安を軽減し、孤立を深刻化させないよう支援を行い、未然
の防止に努めます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

022-2

022-1

スクールカ
ウンセ

ラー・学級
支援サ

ポーター活
用事業

相談活動の充実
を図るため、ス
クールカウンセ
ラー・学級支援サ
ポーターを配置

児童の問題行動等の早期発見・
早期対応を図るとともに、保護者
や教職員に対しても助言・援助
等を行う

SC５人を９校と教育
支援センター１か所に
配置、学級支援サ
ポーター31人を32校
に配置

　スクールカウンセラー５人を９
校と教育支援センター１か所に
配置し、児童生徒のカウンセリ
ングや情報収集・提供、教職
員及び保護者に対する助言・
援助等を実施した。
　また、学級支援サポーター31
人を32校に配置し、児童生徒
の学習活動の支援のほか、悩
み相談や話し相手などの相談
活動を実施した。
　いずれの事業も、児童生徒
の問題行動等の早期発見・早
期対応に必要不可欠であり、
今後も継続して実施する予定
である。

児童・保護者・教職員

SC５人を９校と教育
支援センター１か所に
配置、学級支援サ
ポーター31人を32校
に配置

教育研究
支援課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

カウンセリングや助言等の支援
を受け、不安や悩みなどと適切
に向き合い行動することができる

17,879 現状維持

022-4

022-3
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

022-6

022-5

022-8

022-7

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 B B A A A
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01

02

05

023

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

施策 健やかな育ちへの支援 本冊ページ 50

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 子どもたちの生きる力を育み成長を支える環境の充実 管理コード 010205023

担当部局 健康福祉部、教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

発達に心配のある子どもへの支援に携わるさまざまな専門職のスキルアップと連
携を図るとともに、発達に関する総合的な専門相談窓口の充実や体制の整備、早
期支援のための療育の充実を図り、学校においては、関係機関との連携を強化す
るとともに、教職員の特別支援教育に係る専門性の向上に取り組みます。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

023-2

023-1

特別支援
学級等支
援事業

特別支援学級、
幼稚園に在籍す
る生活の介助等
が必要な幼児、
児童、生徒の支
援を行う支援員を
配置

支援を必要とする幼児、児童生
徒が、安心安全な園・学校生活
を送ることに近づく

支援員の適切な配置 　71校・園に特別支援教育支
援員192名を配置し、幼児、児
童生徒の支援の必要度等に
合わせ、特別支援教育支援員
を適切に配置した。
　特別支援教育支援員を対象
に、スキルアップ研修会等を開
催し、子どもたちへの支援に関
わる対応力の向上に努めた。
　今後も引き続き適切な配置を
行うとともに、より適切な支援
を行えるよう、研修会等の取組
を進める予定である。

支援を必要とする幼児、児童生
徒

支援を必要とする児
童等が在籍する71
校・園に特別支援教
育支援員192名を配
置

教育研究
支援課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

支援を必要とする幼児、児童生
徒が、適切な支援を受け、安心
安全な園、学校生活を送れるよう
にする

291,846 現状維持

023-4

023-3
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

023-6

023-5

023-8

023-7

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 B B A A A
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01

02

05

024

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

施策 健やかな育ちへの支援 本冊ページ 50

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 子どもたちの生きる力を育み成長を支える環境の充実 管理コード 010205024

担当部局 教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

総合的・計画的な青少年の健全育成対策に向けて、青少年育成団体の活動を支
援することに加え、青少年や保護者が気楽に相談できる相談業務を充実するな
ど、青少年の健全育成を推進します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

024-2

青少年育
成市民会
議活動補
助事業

青少年健全育成
のために実施す
る研修会、啓発
事業、各地区青
少年育成組織の
活動等に対する
補助

各地区で青少年育成活動が活
発に行われるようになる

津市青少年育成市民
会議による研修会
（年１回）や会議（年３
回以上）、街頭啓発
（夏季、秋季）を行う

024-1

社会教育
振興会補
助事業

青少年の心身の
健全な育成を図
り社会教育の振
興に寄与する青
少年野外活動セ
ンターの管理運
営に対する補助

津市青少年野外活動センターが
補助金を活用し、市民や青少年
に野外活動や体験活動の場を提
供することができる

青少年野外活動セン
ターの管理運営に対
する補助

　補助金交付を行うことで、
青少年野外活動センターの
管理運営を図るとともに、
野外活動等の事業を実施
することができた。
　開館日数359日のうち、
357日利用され、緑豊かな
自然環境の中で、青少年を
はじめ幅広い市民の学習
の場を提供することがで
き、今後も引き続き実施し
ていく。

市民や青少年 利用日数、利用率

生涯学習
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

　中学生の主張や非行防
止・地域安全ポスターコン
クール等、子どもたちの視
点や表現は毎年変化して
おり、社会の変化や子ども
たちの意識を映す貴重な機
会となっている。また、青少
年が安心して育つために大
人の意識を高めることを目
的として研修会を実施し、
市民に啓発することで効果
的な事業となっている。今
後も引き続き、内容を検討
しながら実施する。

市内の青少年及び関係者

会議や、研修会、啓
発活動の実施回数及
び参加人数、内容（参
加者アンケートなど）

生涯学習
課

青少年が心身ともに健やかに育
つため、また、市民総ぐるみによ
る青少年健全育成運動を展開す
るため

10,682 現状維持

野外活動や体験活動など様々な
学習の場として活用する

29,912 現状維持

024-3
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

024-4

024-6

024-5

024-7

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 B B B B B
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01

02

05

025

効 ◆
実施
評価

誰 ◇
事業
評価

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

効 ◆ ◎

誰 ◇ ◎

何 (千円)

施策 健やかな育ちへの支援 本冊ページ 50

関連個別計画 津市教育振興ビジョン後期基本計画（令和５年度～令和９年度）

施策の内容評価シート(令和６年度分)
１　計画における位置付け

政
策
体
系

総
合
計
画

目標 子どもたちの未来が輝くまちづくり

基本政策 子どもたちの生きる力を育み成長を支える環境の充実 管理コード 010205025

担当部局 教育委員会

施策の内容
（第２次基本計画）

※目指す方向性・各
事業の実施により期

待される効果

放課後における子どもたちの安全で安心な居場所を確保するため、放課後児童ク
ラブの未設置校区への整備や、狭あい化・老朽化した施設の改修、支援員等の確
保や指導力の向上、運営支援などに取り組むとともに、民間事業者による放課後
児童クラブの設置を適切に支援することに加え、地域の状況やニーズに合わせて
放課後子供教室を設置します。

２　「施策の内容」に係る主な事業の評価（事務事業評価）

番
号

事業名
事業の内容

事業の目的 事業の評価

025-2

放課後児
童クラブ整

備事業

放課後児童クラ
ブ施設の整備
・新築工事（誠
之）
・改修工事（白
塚）
・実施設計（修
成、高茶屋）

補助金を活用して施設整備を行
うことにより、既存施設の受け入
れ枠を拡大できる

新築・改修工事(２施
設)及び実施設計(２
施設)

025-1

放課後児
童クラブ運
営補助事

業 放課後児童クラ
ブの運営に対す
る補助

放課後児童クラブが補助金を活
用し安定した運営を行える

条件を満たす全ての
放課後児童クラブへ
の補助

　交付申請があった条件を満
たす全ての放課後児童クラブ
に対して要望通りの補助金交
付ができ、補助金執行率は
100％であった。今後も、国は
こどもまんなか社会の実現に
向けた放課後こども対策の一
層の強化を図るため、予算・運
用等の両面から集中的に取り
組むべき方向性が示されてお
り、当該国・県の施策である補
助事業に沿って支援を行い、
要望額どおりの執行率100％
を目指す。

放課後児童クラブ 補助金執行率

生涯学習
課

事業の
振り返りとこれから

（実施評価、事業評価、
今後の方向性を選んだ理由）

事業の実施により
直接的に表れる効果

当初の
事業実施計画

誰のための事業か 事業評価の主な視点

担当課 何のための事業か 決算額
今後の
方向性

　新築(誠之)・改修(白塚)工事
及び実施設計(修成、高茶屋)
について、令和６年度内に事
業を完了させることができた。
　また、児童一人当たりの専用
区画面積(概ね1.65㎡以上の
確保が望ましい)については、
新築・改修工事した２施設は
1.65㎡以上となり、工事前と比
較して児童の安全確保及び受
け入れ枠の拡大に繋げること
ができた。
　引き続き、計画的な施設整備
を行うことにより、放課後等の
児童が安全に、安心して過ご
せる環境整備に取り組んでい
く。

市あるいは民間の放課後児童ク
ラブ

児童一人当たりの専
用区画面積

生涯学習
課

放課後児童クラブの受け入れ枠
を拡大するため

92,934 拡充・充実

放課後児童クラブの円滑な運営
を図るため

1,173,529 拡充・充実

025-3

放課後子
供教室支
援事業

放課後子供教室
の実施

子どもたちが放課後を安全・安心
に過ごし、多様な体験・活動がで
きる

子どもたちの安全・安
心な居場所の確保、
多様な体験・活動の
提供

放課後子供教室が実施されてい
る小学校の全ての児童

放課後子供教室の数

生涯学習
課

子どもたちに対する放課後の安
全性が増し、また、学習や体験・
交流活動を行うことができる

5,917 拡充・充実

　地域からのニーズに応じて放
課後に子供教室を開所してお
り、工作やスポーツなど様々な
活動を実施することができた。
　また、令和５年度から育生地
区の団体との協議を進め、令
和７年度から新たに開所する
こととなり、５教室から６教室と
なった。
　今後の新規開所に関しては、
地域の声を聞きながら随時検
討していく。
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施策の内容評価シート(令和６年度分)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

効 ◆

誰 ◇

何 (千円)

※実施評価（計画どおり実施したか）…◎=計画を達成（100％以上） ○=概ね計画どおり（80％以上～100％未満） △=計画を下回った（50％以上～80％未満） ×=計画を大きく下回った（50％未満）

※事業評価（効果があったか）…◎=大いに効果が認められる ○=ある程度の効果が認められる △=あまり効果がなかった/事業完了前につき効果の発現に至っていない ×=効果を測定できない

※今後の方向性…（さらなる）拡充・充実、現状維持、見直し、廃止、完了

※総合評価は、主な事業の実施状況（実施評価）、事業対象者への効果（事業評価）の評価をポイント化したものをベースに自動的に判定しています。

※今後の方向性は、施策の内容の総合評価および主な事業の今後の方向性をベースに自動的に判定しています。

※計画期間である平成30年度（2018年度）から令和9年度（2027年度）の本施策の内容に関する推移を示します。

025-4

025-6

025-5

025-7

３　「施策の内容」の総合評価 ４　今後の方向性

実施評価・
事業評価を
根拠とした
「施策の内

容」
の総合評価

区分 選択区分

今後の施策の
内容の方向性

区分 選択区分

A　80点以上
B　60点以上80点未満
C　40点以上60点未満
D　20点以上40点未満
E　20点未満

A

①　効果的な事業構成であるた
め、方向性を維持
②　概ね効果的な事業構成である
が、一部見直し等の余地がある
③　あまり効果的な事業構成では
ないため、見直しの余地が大きい
④　事業構成に問題があるため、
抜本的な見直し等が必要

①

計画期間における達成状況
年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

今後の
方向性 ① ① ① ① ① ① ①

A A総合評価 A A A A A
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